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高
知
県
労
連
は
２
月
１
３
日
、

春
闘
の
前
段
行
動
の
山
場
と
し
て

「
１
日
総
行
動
」
を
展
開
し
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
県
労
連
独
自
の
行

動
を
高
齢
者
の
運
動
、
国
民
大
運

動
の
集
会
と
つ
な
げ
、
世
論
喚
起

を
は
か
る
目
的
で
取
り
組
ま
れ
ま

し
た
。

　
早
朝
に
は
県
庁
前
で
マ
イ
ク
宣

伝
と
ビ
ラ
配
布
行
動
。
１
５
名
が

参
加
し
ま
し
た
。
引
き
続
き
県
労

連
は
、
２
台
の
宣
伝
カ
ー
を
終
日

走
ら
せ
、
派
遣
切
り
反
対
、
政
治

早朝宣伝、申し入れ

２つの集会

 

　        

　
　
　
　
高
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県
労

　         

　 

　
連
は
、
１
月

　 
　
　 

 

　
　 

　
２
５
日
、
高

　 

　
　         

　
知
市
の
北

　             

　
部
保
健
福
祉

　
　 

 
 

　 

　
　
　
セ
ン
タ
ー
で

　
　 

 

　
　
　
　
　
第
２
３
回
中

　
　 

　
　
　
　
　
　
央
委
員
会
を

開
催
し
ま
し
た
。
役
員
、
中
央
委

員
な
ど
６
０
人
が
参
加
し
、
０
９

年
春
闘
方
針
を
決
定
し
ま
し
た
。

　
高
橋
委
員
長
は
、
大
企
業
の
身

勝
手
な
派
遣
切
り
を
厳
し
く
批

判
。
「
内
部
留
保
の
一
部
を
切
り

崩
せ
ば
雇
用
は
守
ら
れ
る
」
「
大

企
業
の
社
会
的
責
任
を
追
及
し
、

雇
用
も
賃
上
げ
も
求
め
て
い
く
」

「
い
ず
れ
来
る
総
選
挙
で
、
雇
用

破
壊
、
社
会
保
障
改
悪
か
ら
の
転

換
な
ど
を
求
め
て
行
こ
う
」
と
呼

び
か
け
ま
し
た
。

　
続
い
て
田
口
書
記
長
が
０
９
春

闘
方
針
案
を
提
起
。
２
・
１
３
の

反
貧
困
・
生
活
危
機
突
破
の
「
１

日
総
行
動
」
、
自
治
体
職
場
の
非

正
規
職
員
の
処
遇
改
善
・
入
札
制

度
の
改
善
な
ど
を
求
め
る
「
全
自

治
体
キ
ャ
ラ
バ
ン
」
な
ど
の
提
起

を
行
い
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
２
月
上
旬
に
は
民
間

経
営
者
と
の
懇
談
活
動
を
展
開
、

自
治
体
キ
ャ
ラ
バ
ン
を
経
て
、
当

面
の
雇
用
対
策
と
同
時
に
抜
本
的

な
地
域
再
生
の
政
策
の
実
施
を
県

行
政
や
経
営
者
団
体
な
ど
に
求
め

て
い
く
こ
と
を
提
案
し
ま
し
た
。

　
討
論
に
１
４
人
が
立
ち
１
５
本

の
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。
郵
産

労
、
福
祉
保
育
労
、
自
治
労
連
、
県

教
組
な
ど
か
ら
職
場
の
非
正
規
の

処
遇
改
善
と
組
織
化
へ
の
決
意
が

語
ら
れ
、
年
金
者
組
合
、
福
祉
保

　
　
　
　
　
　
　
　
育
労
か
ら
は

　
　
　
　
　
　
　
　
職
場
で
の
組

　
　
　
　
　
　
　
　
織
拡
大
、
最

　
　
　
　
　
　
　
　
高
の
組
織
現

　
　
　
　
　
　
　
　
勢
の
更
新
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
の
決
意
が
示

　
　
　
　
　
　
　
　
さ
れ
ま
し
　

　
　
　
　
　
　
　
　
た
。
高
知
一

　
　
　
　
　
　
　
　
般
か
ら
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
解
雇
撤
回
な

　
　
　
　
　
　
　
　
ど
争
議
勝
利

　
　
　
　
　
　
を
変
え
よ
う
と
訴

　
　
　
　
　
　
え
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
ま
た
、
午
前
午

　
　
　
　
　
　
後
と
高
知
港
湾
・

　
　
　 

　
　
　
空
港
整
備
事
務
　

　
　
　
　
　
　
所
、
高
知
河
川
国

　
　
　
　
　
　
道
事
務
所
、
高
知

　
　
　
　
　
　
法
務
局
、
高
知
労

　
　
　
　
　
　
働
局
、
土
佐
国
道

　
　
　
　
　
　
事
務
所
を
訪
れ
、

　
　
　
　
　
　
国
の
出
先
機
関
の

　
　
　
　
　
　
統
廃
合
、
人
員
削

　
　
　
　
　
　
減
に
反
対
し
、
国

　
　
　
　
　
　
民
サ
ー
ビ
ス
を
守

　
　
　
　
　
　
り
、
地
域
を
支
え

　
　
　
　
　
　
て
い
こ
う
と
申
し

　
　
　
　
　
　
入
れ
と
懇
談
を
行

　
　
　
　
　
　
い
ま
し
た
。
こ
れ

　
　
に
は
、
県
労
連
の
高
橋
委
員

長
、
田
口
書
記
長
、
県
国
公
の
岡

原
議
長
、
中
山
事
務
局
長
が
参

加
。
公
務
員
バ
ッ
シ
ン
グ
の
世
論

を
変
え
る
こ
と
、
国
の
出
先
機
関

の
仕
事
を
も
っ
と
知
っ
て
も
ら

い
、
地
元
自
治
体
や
住
民
と
の
相

互
理
解
や
計
画
段
階
で
の
意
見
の

反
映
な
ど
の
努
力
の
必
要
性
な
ど

に
つ
い
て
ざ
っ
く
ば
ら
ん
に
意
見

交
換
し
ま
し
た
。

　
昼
に
は
高
知
市
役
所
前
で
、
後

期
高
齢
者
医
療
制
度
廃
止
・
療
養

病
床
削
減
反
対
の
昼
休
み
集
会
が

開
催
さ
れ
、
１
１
０
名
が
参
加
。

ア
ピ
ー
ル
を
採
択
し
、
中
央
公
園

（後期高齢者医療制度廃止昼休み集会で連帯あいさつする

　　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　川村高知市老人クラブ連合会会長）

2.13総行動

ま
で
パ
レ
ー
ド
し
ま
し
た
。

　
更
に
夕
方
に
は
、
同
じ
く
高
知

市
役
所
前
で
「
反
貧
困
・
生
活
危

機
突
破
の
県
民
集
会
」
を
国
民
大

運
動
主
催
で
開
催
し
、
１
０
０
名

が
雨
の
中
、
気
勢
を
あ
げ
ま
し

た
。

　
集
会
で
は
、
労
働
者
の
代
表
、

農
民
の
代
表
、
ク
レ
サ
ラ
被
害
者

の
会
の
代
表
が
決
意
を
述
べ
、
各

界
、
各
層
、
各
団
体
が
総
が
か
り

で
今
の
政
治
を
変
え
て
い
こ
う
と

決
意
を
固
め
あ
い
ま
し
た
。

（早朝宣伝には 1 5 名が参加）

（土佐国道事務所への申し入れ）

誰でも１万円以上
時給100円以上
最賃時給千円以上 23中央委員会で決定

へ
の
決
意
が
表
明
さ
れ
ま
し
た
。

　
県
国
公
、
自
治
労
連
、
年
金
者

組
合
な
ど
か
ら
自
治
体
キ
ャ
ラ
バ

ン
へ
結
集
し
、
職
場
を
守
り
地
域

を
守
る
決
意
が
語
ら
れ
ま
し
た
。

　 

誰
で
も
１
万
円
以
上
、
時
給
１

０
０
円
以
上
の
賃
上
げ
、
最
低
賃

金
の
時
給
１
０
０
０
円
以
上
へ
の

引
き
上
げ
要
求
を
含
む
０
９
春
闘

方
針
を
全
体
で
確
認
し
閉
会
し
ま

し
た
。

09 春闘方針

今年もやります

春闘勝利
四国総行動

３/３

（08 春闘四国総行動）

　
全
労
連
四
国
地
区
協
主
催
に
よ
る
「
四
国
総
行
動
」
が
３

月
３
日
に
開
催
さ
れ
ま
す
。
四
国
の
労
働
者
の
要
求
を
掲

げ
て
国
の
出
先
機
関
な
ど
に
申
し
入
れ
を
し
ま
す
。
多
く

の
仲
間
の
参
加
を
呼
び
か
け
ま
す
。

 9:00 ～県労連出発

12:20 ～出発集会・デモ行進

13:30 ～申し入れ

　　　　ＪＲ四国、四国経済産業局

　　　　高松国税局、四国地方整備局、

　　　　人事院四国事務局

　　　　運輸局(トラック、タクシー、鉄道は午前)

　タクシー　10:00 ～

　トラック　10:30 ～

　鉄道　　　11:00 ～

15:00 ～まとめ

スケジュール

※　県労連出発は早く

なります

　
　
　
　
　
　
　
　
　
今
は
、
日
本
各
地
で
春

　
　
　
　
　
　
　
　
の
嵐
が
吹
き
荒
れ
る
時
期
。

　
　
　
　
　
　
　
　
こ
れ
よ
り
先
、
昨
年
秋
か

　
　
　
　
　
　
　
　
ら
労
働
者
の
首
切
り
の
嵐

が
吹
き
荒
れ
て
い
る
。
我
先
に
、
大
量
の
派
遣
切

り
、
期
間
工
の
雇
い
止
め
を
競
い
合
う
日
本
の

名
だ
た
る
大
企
業
。
ト
ヨ
タ
６
，
０
０
０
人
、
ホ

ン
ダ
４
，
５
０
０
人
、
日
産
１
２
，
０
０
０
人
、

マ
ツ
ダ
５
０
０
人
、
い
す
ゞ
１
，
４
０
０
人
、
三

菱
１
，
６
０
０
人
、
キ
ャ
ノ
ン
１
，
７
０
０
人
、

ソ
ニ
ー
１
６
，
０
０
０
人(

全
世
界)

、
パ
ナ
ソ

ニ
ッ
ク
藤
沢
・
岐
阜
工
場
閉
鎖
、
日
立
３
，
２
０

０
人
と
続
く
。
そ
の
他
の
企
業
を
含
め
る
と
、
な

ん
と
そ
の
数
１
２
万
数
千
人
。
こ
れ
は
厚
生
労

働
省
発
表
の
数
。
民
間
リ
サ
ー
チ
会
社
の
調
べ

で
は
、
今
年
３
月
末
ま
で
に
４
０
万
人
を
超
え

る
労
働
者
が
解
雇
さ
れ
る
と
予
測
し
て
い
る
。

解
雇
者
た
る
企
業
は
労
働
者
を
も
の
あ
つ
か
い

し
、
情
け
容
赦
な
く
切
り
捨
て
る
。
一
方
で
、
労

働
者
を
犠
牲
に
し
て
内
部
留
保
金
を
１
２
０
兆

円
に
も
増
や
し
続
け
、
株
主
配
当
、
役
員
報
酬
は

減
ら
さ
ず
、
悪
質
に
も
多
額
の
利
益
を
手
に
し

て
い
る
。
ま
さ
に
悪
徳
商
人
の
き
わ
み
。
政
府

は
、
全
労
連
な
ど
労
働
組
合
の
た
た
か
い
や
国

民
世
論
に
押
さ
れ
て
厳
し
い
雇
用
情
勢
を
放
置

で
き
な
く
な
っ
た
。
今
の
国
会
で
、
「
緊
急
雇
用

創
出
基
金
制
度
」
と
「
ふ
る
さ
と
雇
用
再
生
基
金

制
度
」
を
つ
く
り
、
４
７
都
道
府
県
に
２
つ
の
基

金
を
配
分
す
る
。
高
知
県
に
は
８
１
億
円
が
配

分
さ
れ
、
各
市
町
村
に
も
そ
れ
ぞ
れ
基
金
が
振

り
分
け
ら
れ
る
。
県
は
、
各
産
業
分
野
で
向
こ
う

３
年
間
に
３
０
０
０
人
の
雇
用
を
創
出
で
き
る

と
の
試
算
を
行
っ
て
い
る
。
県
労
連
は
、
２
月
１

６
日
か
ら
２
５
日
ま
で
、
地
域
再
生
、
臨
時
職
員

の
待
遇
改
善
、
公
契
約
条
例
制
定
な
ど
を
求
め

て
自
治
体
キ
ャ
ラ
バ
ン
行
動
を
実
施
し
た
。
少

な
く
な
い
自
治
体
が
地
域
産
業
振
興
に
む
け
て

地
元
雇
用
の
重
要
性
を
認
識
し
だ
し
雇
用
対
策

に
乗
り
出
さ
そ
う
と
し
て
い
る
。
今
ほ
ど
労
働

組
合
が
注
目
さ
れ
期
待
さ
れ
て
い
る
時
は
な
い
。

０
９
年
春
闘
の
本
番
と
な
っ
た
今
、
各
地
域
、
職

場
で
、
「
雇
用
を
守
れ
」
、
「
賃
上
げ
実
現
」
、
「
格

差
と
貧
困
を
な
く
そ
う
」
の
た
た
か
い
に
全
力

を
あ
げ
よ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
樫
）


